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昭和基地における降雪・飛雪の電気伝導度

長田和雄 ・原圭一郎 ・矢吹正教 ・安達正樹

( 年 月 日受付 年 月 日受理)

μ

要旨 昭和基地で - 年にかけてドリフトや降雪，飛雪のサンプリ
ングをおこない，雪試料の融解水の電気伝導度を測定した．その結果，弱風
時にしんしんと降る降雪の電気伝導度は，季節に関係なく数十μ 以下の
低い値を示したのに対し，強風時の飛雪の電気伝導度は - 月に数百~数千

μ 前後と高く， 月以後には数百μ と低くなる季節変化を示した．
昭和基地の風上にあたる北の浦での海氷上積雪量の季節変化と比較検討した
ところ，風上の海氷が流出すると飛雪の電気伝導度が高くなり，逆に，風上
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の海氷上に雪が積もると飛雪の電気伝導度が下がることがわかった．これは，
飛雪の電気伝導度が海氷からのブラインの影響を強く受けるためだと えら
れる．

は じ め に

東南極・昭和基地では，強風を伴う吹雪または地吹雪による視程悪化現象（ブリザード）

が，年間で - 回程度観測される（佐藤， ）．視程を悪化

させているのは大気中の雪粒子であり，その雪粒子は降雪や，一旦地表に落ちてから風に

より再飛散した雪からなる．昭和基地では，弱風時に降雪がしんしんと降ることもあれば，

強風時に風上側から雪粒子が飛んでくる場合もある．ここでは，強風時に得られる雪を飛

雪と呼ぶことにする．飛雪は，雪面から再飛散した雪あるいは降雪との混合物である．長

田ほか（ ）はこれらの降雪や飛雪を昭和基地で採取し，融解水の電気伝導度を測定し

た．電気伝導度は融解水中のイオン成分の総量の指標として，また塩分の指標としても有

用な値である．測定の結果，しんしんと降る降雪についての値は数十μ 以下であるの

に対し，ブリザード時の飛雪については数十~ μ を越える値が得られたことを報

告している．海氷上積雪の電気伝導度についても併せて解析し，昭和基地で得られた飛雪

試料の電気伝導度が高いのは，風上側で海氷上のブラインを取り込んだ飛雪が強風によっ

て輸送されてくるからであると推論している．

海氷上の積雪に含まれるイオン成分やエアロゾル粒子との関係については，

（ ）が に対する や ， などの成分比に着目した解析をおこなっている．

それによれば，海氷上積雪中のイオン成分比は，海氷の成長に伴うブラインの組成変化の

影響を受けていたことが示唆されている．

これらの研究では，試料採取期間が短い期間に限られているため，降雪や飛雪の電気伝

導度の季節変化についての詳細は不明のままである．そこで，第 次日本南極地域観測隊

（以下，第~次隊）から第 次隊までの 年間，昭和基地において降雪と飛雪，ドリフト（吹

きだまりの積雪）を採取した．ここでは，イオン成分の総量や塩分の指標である，雪試料

の融解水の電気伝導度の測定結果について報告する．

試料採取と電気伝導度の測定

図 に，昭和基地周辺図を示す．昭和基地の北東側には北の浦という湾があり，その先

には南極大陸との間に幅約 のオングル海峡（ ）がある．ブリザード時の

主風向が北東であるために（佐藤， ），飛雪は北の浦の方角

から飛んでくる．

試料の採取場所と採取方法，電気伝導度の測定方法は第 次隊と第 - 次隊とで異な
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る．第 次隊では，基地主要部から風上側に離れた場所に堆積した新雪やドリフトを採取

した．また，弱風時に気象棟屋上（図 ， 地点）でビニールシートを広げて採取した降雪

試料もある．第 次隊で用いた採取方法は，新雪と飛雪とを区別しにくいケースも含まれ

る．これらの雪試料を冷凍したまま日本に持ち帰り，帰国後に室温で融解の後，電気伝導

度を測定した（堀場， ）．

第 - 次隊では，降雪と飛雪を観測棟（図 ， 地点）の屋上で採取した．弱風下でし

んしんと降る降雪は，あらかじめ純水で洗浄したプラスチックコンテナやバットを用いて

採取した．気象条件によっては，清浄大気観測室（図 ， 地点）などの場所で，古い積雪

と明確に区別できる部分の新雪も降雪試料として取り扱った．強風時には長田ほか（ ）

と同様に， の広口ポリエチレン容器の開口部を風上に向けて固定することで飛雪を

採取した．容器の固定には，観測棟屋上階段の手すり（第 次隊で外装・階段を改修）を

用い，観測棟屋上の高度で採取した．採取した雪試料は，観測棟で室温にて融解の後，ま

ず化学分析用に を遠沈管に分取・冷凍保存した．その際に，余剰の融解水があれば，

電気伝導度を測定した（堀場， ）．簡易測定ではあるが，試料の海塩濃度

の概要を把握するには十分である．

結果と 察

図 に，第 次隊（ 年）で採取した降雪やドリフトの融解水について測定した電気

伝導度と，北の浦での海氷上積雪高（江崎ほか， ）を示す．昭和基地でブリザードが

観測されるのは - 月の期間が多く（佐藤， ），図 に示した電気伝導度の値もその

図 昭和基地周辺図． 気象棟， 観測棟， 清浄大気観測室
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期間が中心となっている．電気伝導度は，数μ ~数千μ と桁違いに大きなばらつ

きを示した．弱風時にしんしんと降る降雪では電気伝導度の値が低く，ドリフトなど飛雪

を含む雪では値が高い傾向を示した． 月~ 月初旬にかけては，雪試料の電気伝導度は低

下する傾向を示したが， 月下旬の試料からは再び μ を越える値が得られてい

る．これは， 年 月 日~ 月 日にかけての 級ブリザードにより，オングル海峡

の三つ岩から南側の海氷が流出したこと（国立極地研究所， ）に対応していると え

られる．

図 に，採取方法が同じ第 - 次隊（ - 年）の結果をまとめて示す．図からわ

かるように，飛雪の電気伝導度（塗り潰したマーク）が数十~ μ であるのに対し，

降雪の値（白抜きのマーク）は数十μ 以下であり，既報（長田ほか， ）と同様の

傾向を示した．降雪の値に顕著な季節変化は見受けられないが，飛雪の値だけに着目する

とばらつきは大きいものの，- 月に高い値を，- 月には低い値を示す傾向が見られる．

この傾向は，この 年間ほぼ同様に繰り返されていた．

図 には，北の浦で観測した海氷上積雪の積雪高を示す（阿保ほか， 佐藤ほか，

気象庁南極観測事務室，私信， ）． 年には， 月下旬に一旦積雪量が増した

後， 月下旬~ 月中旬にかけて海氷が流出した． 年の飛雪の電気伝導度は，海氷上積

雪量が増えた時に減少し，少ない時には高い値を示していた．また，- 月頃の飛雪の電気

図 ()昭和基地で採取した降雪やドリフトの融解水の電気伝導度．( )北の浦における海氷
上積雪高（江崎ほか， ）
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伝導と海氷上積雪量との関係を各年ごとに見ると，積雪量が最も多い 年には電気伝導

度が低く，積雪量の少なかった 年の電気伝導度が最も高いことがわかる．これは，長

田ほか（ ）が推論したように，昭和基地風上の海氷上に雪が積もると海氷からのブラ

インの影響が減るために，飛雪の電気伝導度が下がることを示唆している．

図 に， - 年までの 年間について，昭和基地で得られた飛雪の電気伝導度を月

ごとに整理して示した．月別に見ると 月が最も高く， - 月は低い値であった．電気伝

導度の 月の最大値は，気温の低下により海氷が発達し始める時期に対応していると え

られる．一方，北の浦での積雪量が毎年多くなる - 月には，電気伝導度が低くてばらつ

きも小さい．図 に示した 年の例のように， 月に高い電気伝導度を示すこともある

が，冬明けの時期に昭和基地の風上側の海氷が流出した例はごくまれである． - 年

には冬明け後の海氷流出が無かったので，北の浦の積雪量の増加に応じて， - 月には飛

雪の電気伝導度が低下したと思われる．

図 ()昭和基地で採取した降雪（白抜き）と飛雪（塗り潰し）の融解水の電気伝導度
( )北の浦における海氷上積雪高度

年 丸（阿保ほか， ）， 年 三角（佐藤ほか， ）， 年 四角（気象庁南
極観測事務室，私信， )
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まとめと今後の課題

昭和基地で - 年にかけてドリフトや降雪，飛雪のサンプリングをおこない，雪

試料の融解水の電気伝導度を測定した．その結果，風速が弱くしんしんと降る降雪の電気

伝導度は，季節に関係なく数十μ 以下の低い値を示したのに対し，強風時の飛雪の電

気伝導度は - 月に数百~数千μ 前後と高く， 月以後に低くなる季節変化を示した．

昭和基地の風上側の海氷が流出すると飛雪の電気伝導度が高くなり，逆に，風上の海氷上

に雪が積もると，飛雪の電気伝導度が下がることがわかった．これは，飛雪の電気伝導度

が海氷からのブラインの影響を強く受けるためだと えられる．今後は，融解水の化学成

分濃度や成分比の季節変化についても解析を進め，大気エアロゾル粒子との関係や，大気

化学的な現象との関係についての検討が望まれる．
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